
10年目を迎えて

事務局

平成 14年 9月 に NPO法人静岡県自然史博

物館ネツトワーク (自 然博ネツト)の設立

総会が開催され、翌 15年 2月 に正式 |こ NPO

法人として認可されてから、今年で 10年 目

になります。そして NPOの前均である、静

岡県立自然史博物館設立推進協議会 (自 然

博推進協)を 発足させたのが平成 7年 4月

ですから、博物館設立のための運動を開始

してから、 17年が経過 したこととなります。

ここで、これら私たちの静岡県立自然史博物館

設立のための長い活動経過を、少し振り返つて

みることにしましよう。

自然博推進協では、発足後に県に対 して

積極的に、自然史博物館建設の要望書や提

案書を提出 し、県も新世紀倉」造計画に自然

系博物館の必要性を位置づけしました。そ

の後、県では自然系博物館構想検討費が平

成 8年度から 11年度まで 4年間に渡つて予

算に計上され、県内の標本資料所在調査や資

料・文献調査などが行われました。しなしな

がら、バブル崩壊とともに、県の財政がひつ

迫 したこともあり、検討費は 0査定となり、

博物館構想も消えそうになりました。

その間、推進協では、調査に協力すること

もに、総会ごとに各地の博物館関係者に特別

講演を依頼など着実に活動してきました。

平成 13年 6月、県では静岡県自然学習 。

研究機能調査委員会を発足させ、検討会を

実施すると共に、博物館の必要性について

県民アンケートを実施 し、その結果県民二一

スがあるとの意見を付けて、委員会では調

査報告書を平成 14年 10月 に知事あてに提

出 しました。ここでは、博物館設立にあたつ

ては 2段階方式とし、第 1段階として散逸

する危惧のある標本 。資料の収集・整理、

スタツフの充実と人的資源の活用、調査研

究・情報集積の推進、インターネツトを使つ

た収蔵標本や調査資料等の公開、プ レ博物

館活動と県民意識の醸成、第二段階の実施

計画の策定準備などが挙げられ、その中で

もまず緊急事業として散逸する危惧のある

標本を収集保存することから始めることを

提案 しました。これを受けて県は平成 15年

より、自然学習資料保存事業を予算化。これ

に協力するためもあり、推進協は NPO法人化

して協力体制をとることとなりました。

この県による自然学習資料保存事業は、NPO

自然博ネツトが受話 し、現在まで 10年間 |こ

わたつて継続 してきました。最初は三島の

教育委員会分室で始められた保存事業ですが、

平成 17年より清水区辻の現在地に移転 しま

した。その間、博物館設立の次の段階には

なかなか進みませんでしたが、平成 21年 に

川勝現知事に代わつてから、企画部の積極

的な対応もあり、博物館構想は進展を見せ

始め、ついに平成 26年度から現在の静岡県

立静岡南高校の校舎への移転計画が現実の

ものとな り、静岡県立自然史博物館設立ヘ

向 |す て大き<前進 しそうです。

思えば、この長い年月の途中では、県立

自然史博物館設立についての話がなかなか

進まず、博物館設立については何度も活動

をあきらめかけた時期もありました。また、

その間に、県立自然史博物館設立を誰より

も強 <望んであられた推進協代表の伊藤二

郎先生と NPO自 然博ネツト初代理事長の池

谷仙之先生が逝去されました。 しかし、今、

私たちはこれまでの活動を、両先生とともに

しつかりと継続してきて良かつた、と実感じ

ています。本当に「継続は力な り」です。

今、私たちは望んでいた静岡県立自然史

博物館設立への実際の道の始まりにいます。

実際のところ、これからさらに何年かかる

かもわかりませんが、この実際に敷なれつ

つあるレールの上を、具体的に着実 |こ 進ん

でいきたいと思います。みなさんには、こ

れまでご協力ご支援いただきましたが、こ

れからも、博物館設立のために、ご協力をよ

ろし<お願いいたします。



総会記念請演

「自然好きの子供を育てるために」

奥本人三郎 (NPO日 本アンリ・フアーブル会理事長 )

要約 :清 邦彦

奥本大三郎氏

これ何の風景かと申しますと、南フランス

の郊外に出た所のご<普通の景色です。真ん

中にオリーブの本がありまして、ヒナゲシが

いつぱい咲いております。

これがフランスですね。ここが北海道の最

北端と同じで、いかに北にあるか。でもメキ

シヨ湾流という暖流が流れているので北 |こ あ

る割 |こ は暖かい。ただし緯度が高いから、夏

は早<夜が明けて、夜 9時ぐらいまでチ∃ウ

チヨが飛んでいる、そういう所ですね。

フアーブルは、ここのモンベリエという地

中海沿岸の町から 100キ ロほど入つたサンレ

オンという小さな村 |こ 生まれました。人□は

300人 ぐらいなんですけど巡ネしの通り道なので

割合交通の要所であつたと言われてます。お

じいさんは広い土地を持つてたんですが、父

親は土地を持たない百姓で、大変員乏でした。

この□一ヌ川というのは重要な川でして、

アルプスの雪解 |す水が流れて<る。夏は非常

に乾燥してる、秋になると大雨が降る、いわ

ゆる地中海性気候ということですね。ここが

プロバンス地方ですね。ここに乾燥地を好ぬ

糞虫なんかがいてウシの糞ヒツプの糞に来る。

大きなウシの糞なんかドーンとあると、いつ

ぱい飛んで来ます。昔は糞虫が多<て 、自動

車のない時代のエネルギーはずべて草です0
らね、ウシが食べて糞をする、ヒツプが食べ

て糞をする、それにいろんな糞虫が寄つてた

かつてきます。

この一番大きいのがスカラベサクし、こう
いうのが主にいて糞を食べます。敏感なアン

テナを持つておりまして、糞が新鮮なうちに

飛んで来て糞の玉を切り出すんです。転がし
ていつて丸<す るのかと思つていたらそうで

はな<て、初めから球形にきれいに切り取ろ。
そして表面を整えます。で、転がして<。 こ

ういうふうに後ろ足で転がし、前足でイチニ、
イチニとやる。その前足は切 り出すのに、氷

屋さんのノコギリみたいに粗い歯が付いてい

る。頭の部分にもノコギリのような鋸歯がつ

いていてスコップのような役割をしている。
体全体が糞を切り出して、運6よ うに、転が

してゆ<よ うに出来ています。

フアーブルはその転がしてゆ<糞の中にス
カラベの卵が入つてると思つてたんですね。
ある時羊飼いの青年がこういうものを見つけ
たと言つて、西洋ナシ型の糞を持つてきた。

卵はその真ん中にあるんじやな<て 、突出し
た乳首のような所にある。先は植物の繊維が

粗<組んである、つまり卵も0乎吸をしたり水

分を吸収 したりしている。それをふさいでし
まうと卵が死んでしまいます。孵化した幼虫
は中を食べつ<すとこういう幼虫になります。
そしてエブプ ト人が見たらミイラかと思うよ



うな蛹になります。この時期、育児玉の表面

はカチンカチンです。そのままだとい<ら背

中で押 しても割れません。ところが九月に雨

が降る、その雨でしつとり濡れて、ちようど

割れるんですね。エブプ トの場合はその頃ナ

イル川が)巳濫をする。そしてその糞の玉は表

面が柔らか<なつて、成虫は外に出ることが

できる。

フアーブルのもうひとつの重要な研究は狩り

バチの研究です。

タマムシツチスガリと言うハチがいて、タ

マムシを獲物にして幼虫の餌 |こする、レオン・

デュフールという人がハチがもぐつていつた

所を掘つてみると、タマムシの残骸がいつぱ

い出てきた。それをハチの幼虫が食べてる。

彼は、ハチは特殊な防腐斉」をタマムシに注射

する、だからいつまでたつても餌のタマムシ

は腐らない、幼虫は新鮮なタマムシを食べる

ことが出来ると考えました。

それを読んでフアーブルは、昆虫の研究に

はただ分類するだ|す ではな<て、生態研究と

いう分野のあることを知ります。そして自分

の地方にいる別の種類のツチスガリでやつて

みました。ゾウムシを狩るハチの仲間です。

こうやつて崖の所に穴を掘つて、巣の中にゾ

ウムシをた<さん捕まえてきてはしまつてお

<。 で、卵を生みつける。ハチの幼虫はゾウ

ムシを食べて育つ。死んだゾウムシを防腐斉」

で腐らないようにしているのか、電気を通し

てみたところ、生きた虫の反応があつたんで

すね。ゾウムシが生きていたことがわかりま

した。

で、なんとかしてハチがゾウムシを束」す瞬

間を見たいとフアーブルは思うんです。ハチ

が獲物を持つてきて穴を掘つてる時に、ハチ

が麻痺させたゾウムシと、生きたゾウムシを

入れ替えます。ハチは麻痺させたと思つたの

にまだ生きてるもんですから、またゾウムシ

を束」すんですね。胴体の下の部分、よろいの

合わせ目みたいな薄い膜があります。そこを

開いてチクツと束」ず、そうすると一瞬でゾウ

ムシは動けな<なる。あの部分に運動神経が

かたまつてるんですね。しかし内臓など他の

部分はそのままです。ハチの幼虫は生きた獲

物を食つてる、新鮮そのものなんです。

フアーブルの昆虫記の中から二つだけ選ん

であ話しました。

標本の大切さつてことがありまして、標本

箱に 1匹あればいいじゃないか、オスメス 1

匹ずつ採ればいいんじやないかとも言われま

すが、個体変異というものもありますし、ど

この場所で誰が採つたかというきちんと記録

した標本がた<さんあるほどよい。同じ種類

だと思つて採らないでいたチ∃ウチョがあと

で別種だとわかつたことがあった。採つてみ

ないとわからない。

観察、観察と言う|すれど、採らないで殺さ

ないで見ましようと言います|すれど、子ども

を連れて行つて観察させても十分ぐらいで飽

きちやうんですよ。やつばり捕虫網持たせて、

採つてこいというとみんな必死になつて採り

ますし、それでいいのを採ると感動したりし

ます。まず最初はその採ろ感動からです。そ

して標本作らせると、体の構造がよ<分かり

ます。それから、データつきの標本というのは、

その頃にはこんなにこれらのチ∃ウチヨがい

たんだという、論より証拠なんです。それを

分析してみたりしていろいろわかるわけです。

標本というのはどんなボロでもた<さんある

必要はあるんです。

大英博物館の標本、オランダのライデンと

か、パリの博物館とか、ヨーロツパの標本が

あるために分類学というものが非常にはつき

りするわけですね。日本でも日本のタイプ標

本<ら いは集めたいんですけれど、たとえば

蛾の井上寛先生、日本の蛾を集めて、その基

準になるタイプ標本を日本の博物館が収容し

て<れないもんで大英博物館に渡した、そう

いう文化国家として「どこに出しても恥ずか

しい話」があります。資源ナシ∃ナリズムと

いうものを日本では人事にしてないです。

昆虫採集は子供が自然に一番最初に興味を

持つ元になると周うんですね。昆虫を採ると

減るじやないかと言う言い方もあります。 1

匹採つたら 1匹減ると。昆虫の場合は、鳥や

哺乳類と違つて復元力がすごいです。

黒いチ∃ウチョが飛んできた、あれはナガ

サキアゲハだ、あれがいつにすごいことか、

ポンとわかるような子どもになつて<れない

かと、日本アンリ。フアーブル会というものを

作りました。やつばり虫そのものが好きになる

のが一番、学問の正当な道だと思つています。



博物館紹介

あけ 1示
｀
のパーク多自・多賀町立博物館

横山謙二

きちんと整理された骨格標本

阿部勇次学芸員

3月 4日、兵庫県立大学に研修を受|す |こ行<
途中で、多賀町立博物館を見学してきました。

多賀町は、琵琶湖の東部、彦根市の近郊にあり、

イザナギ 。イザナミの 2太神を祀る多賀大社を

中核として発展した歴史のある町です。「あけぼ

のパーク多賀」とは、町立の公園、総合博物館、

図書館 。文化貝オセンターの複合施設のC称です。

「あけぼのパーク多賀」の名は、多賀町の工業団

地の造成工事現場で発見された象の化石「アケ

ボノゾウ」に由来しています。このアケボノゾ

ウの化石は、ほぼ全コ骨格がそろつており、全

国でも最も保存状態の良いことで知られていま

す。博物館は、このアケボノゾウなどの化石を

町の施設で保存じ公開するために平成 11年 3

月に開館しました。現在、学芸員は2人しかい

ませんが、町立とは思えない立派な施設です。

今回の博物館見学で案内して<れたのは、こ

剥製標本も種類が豊富

の博物館の阿部勇次学芸員です。実は阿部学芸

員とは、大学のころからの友達で、学生 0寺代は

よ<化石採集に出かけた仲間です。

阿部学芸員の案内で、まず展示室を見学しま

した。この博物館の目玉はやはり、アケボノゾ

ウの化石です。博物館入□のエントランスホー

ルには、実物大骨格復元模型が展示され、その

向かいの中庭には、見つなつた状態を再現した

模型が展示してあります。また、展示室にも、

アケボノゾウが産出した地層と産出化石の展示

コーナーが広<じめていました。その他、地域

に分布する石灰岩地帯の地形と化石、動植物な

どを紹介するコーナー、土器などの遺物なども

展示してありました。

次に、標本室などのバツクヤードを案内して

もらいました。バックヤードは、液浸標本室、

乾燥標本室、文化貝オ系の資料室、書庫、研究室、



実験室 にもシカの骨 冷凍庫も動物の死骸で満杯

骨だらけの机 実験室

展示準備室、実験室などがあります。町立でこ

こまで、施設が充実している博物館も珍しいの

ではないでしようか。はじめに案内してもらつ

た、乾燥標本室 |こ は、阿部学芸員が、ほぼ―人

で集めた骨格標本や泉」製標本がた<さんありま

した。テン、キツネ、ニホンブカなど、自近に

いる動物は、何でも標本にしているようです。

その他、モク
｀
ラやコウモリの最」製や動物の足型

まで標本 |こ していました。また、脊椎動物だけ

でな<、 身近な昆虫標本のほか、小さなゴミム

シ、ダニまでも標本にしていました。標本を見

ていると、とても一人の人間が集めた標本とは、

思えません。学生の頃も、化石の他、いろいろ

なものをJ又集していましたが、さらにパワーアツ

プしたようです。その後、バツクヤードの各所

を見学しましたが、どの部屋にも、整理途中の

骨格などの標本がた<さん見られ、また冷凍庫

の中には、まだ処理していない動物の死骸がぎつ

しり詰まつていました。

見学を終え、博物館の仕事終了後、阿部学芸

員より、ヘルメツト、ライト、つなぎ、穴のあ

いた長lllを 装備させられ、日が沈あ中、真暗な

山中を歩き川を渡り、山の中の鍾乳洞に連れて

鍾乳洞に連行された筆者

いかれました。ここの鍾乳)同の奥には、た<さ
んのコキクガシラコウモリがいました。どうや

ら、阿部学芸員はヨウモリの移動追跡調査をし

にきたようです。専門外のこんなことまで、やつ

ているのかと思いましたが、話を聞いてみると

最近は、コウモリの調査の方が専門になつて来

ているようです。

こうして、博物館の見学とともに、貴重な

体験をすることができました。今回の見学では、

地元から産出した全国的|こ貴重な標本が地元管

理で保存され、教育に生かされる施設の必要性

を感じました。静岡県 |こ も、全国的にも貴重な

脊椎動物化石が産出しています。しかし、これ

らの化石は、他県の博物館で保存されているこ

とが多<、 また個人所有や学校で保管されてい

ることもあり、さらには所在がわからな<なつ

た標本も少な<ありません。そして、これから

静岡県が、発展し開発が進めにつれ貴重な化石

が産出する可能性もあります。こうした貴重な

標本を失わないよう|こ、標本を保存してい<た
めの施設とその標本の研究と普及教育を行える

人材は必要不可欠です。



秋山信彦

11' 1案
.

‐
闘争行動       クバラタナゴ

タナゴの仲間は、都市開発や環境の著 しい変化によつて各地で激減している。その中で、最もよ<
見られる種類が皮肉なことに外来種であるタイリクバラタナゴである。現在日本に分布 しているもの

は、1940年頃に中国の長江から利根川に移入したハクレンに混入して持ち込まれたと言われている。

タナゴの仲間は、生きた二枚貝に卵を産み付するという変つた産卵習1生の持ち主である。雌は卵が

成熟して排卵されると、同時に産卵管という管が伸びる。二枚貝を中ノいとして雄は縄張りを張つてい

るが、産卵可能な雌だけは縄張 り内 c~誘 い込む。二枚貝が出水管を良<開いている時に雌は、産卵管

を三枚貝の出水管から貝の体の中に差し込み、細の構造物へ卵を産み付 |す る。この行動は遅いと二枚

貝が殻を閉じて産卵管が挟まつてしまうので、」秒に満たないほどの早業である。産卵直後 |こ 雄は入

水管から精子を吸い込ませ、貝に産み付 |す られた卵に授精させる。この様な習性を持つているため

に、タナゴを移動しな<て も卵が産み付けられた貝を移動することで分布が広がることが示唆され、

特に淡水真珠を作ろイケチヨウガイではその移動に伴つて分布を広げたことが指摘されている。

この様に分布を広げたタイリクバラタナゴは、ブラツクバスやブルーギルのように他の魚種を捕食

したり、攻撃する様なことはない。しかしながらタイリクバラタナゴが移植された水域ではい<つか

の問題が生じている。一つは、西日本に分布 している在来のニツポンバラタナゴとの交雑である。双

方は亜種であるために交雑しても生殖能力を失わず、次の世代を産おことができる。そのために純系

のニツポンバラタナゴがいな<なつた地域も少な<ない。また、東日本では、ミヤ∃タナゴという種

類の生患地区タイリクバラタナゴが入り込ぬと、数年でミヤコタナゴが駆逐されタイリクバラタナゴ

のみになつてしまうことが確認されている。このメカニ要ムはまだわかつていないが、現在、研究室

でその原因を究明している。

これらの原因で分布を広 |ザ てきたタイリクバラタナゴであるが、現在では、ベツトシ∃ツプでも販

売され、それを購入した人が飼育しきれな<なつて自然界へ放流することでも分布を広げている。静

岡県ではタイリクバラタナゴによる在来種の直接的な被害の報告はないが、外来種であることには変

わりない。繁殖期の雄はとても綺麗で鑑賞価値が高いために各地で販売されているが、決して自然界

へは放流しないようにしてもらいたい。



対馬野生生物保護センター

5月 10日 より5日 間対馬を訪れました。対馬は、福岡の博多港から高速船のブエツトフォイルで2時

間余で着 <、 日本で3番目|こ 大きな島です。韓国へは船でなんと1時間とのこと。まさに国境の島であ

り、韓国の旅行者も多いようです。この対馬、春秋の野鳥の渡 り時期には、その中継地となり、本土

では珍しい鳥たちが見られることで有者です。残念ながら、主目的の野鳥は、ここ数年、飛来数が少

ないようで、期待 したほど種類は見られませ/1/で したが、ホォブロ類やツメナガセキレイ類、コウラ

イウグイスなどい<つかの珍鳥に巡り合えました。

この旅行中、上対馬の佐護にある環境省の対馬野生生物保護センターを見学しました。対馬では、

ベンガルヤマネコの亜種で、天然記念物のツシマヤマネコが生患していますが、今ではloo頭前後に

減少しており、絶測が危惧されています。このセンターでは、ヤマネコを始め、対馬に生息する動物

たちのパネルやブオラマが展示されており、解説員の説明でゆつ<り 見学することができます。また

ヤマネコの保護増殖活動も進められており、ここで飼育されているヤマネヨも観察できます。センター

の周辺は自然観察の場所として整備され、多<の野鳥などが見られます。時期にはヤマシ∃ウビンも

見られるようです。

対馬では、ヤマネコを始めとして、□一ドキルが発生することも多<、 実際、今回の旅行中、同じ

<天然記念物であるツシマテンの事故死を目撃しました。また、ツシマブカやイノシシが増加してお

り、被害も多発しているようで、夜間行つたライトセンサスでもツシマブカのあまりの多さにびつ<
りしました。特有の生物の多いこの対馬を、どのように守り、人と共存していけるか、多<の課題が

あるようです。               8

ツシマテンのロードキル

飼育されているツシマヤマネコの「福馬」



駿河湾の深海魚 (6)

スイトウハタ
｀
力 (その 1)

久保田 正・佐藤 武

図 1 スイ トウハ サクラエビ網混獲 体長 113.Omm

スイトウハダカ Diαρ乃レs attSは、ハダカイワ

シ科ハダカイワシ属魚類に含まれる 1種であ

り、その分布は北太平洋の温帯域です。また、

本種は中層上昇群に含まれ、昼間の生息層は

500～ 700m層 で、夜間には 60～ 400m層
に上昇して明け万 1こ は再び深い層に戻るとい

う曰周鉛直移動を繰り返しています。1906(明

治 39)年秋季にアメリカの調査船アルバ トロ

ス号によつて相模湾から採集された標本 (体

長 140～ 210mm)|こ 基づいて魚類学者のギ

ルバート (C H GIlbe庄)が、1913(大正 2)年
に駿河湾から得た他のハダカイワシ類ととも

に新種として発表しました。本種の種小者の

農ぃ は、ラテン語で巨大という意味です。駿

河湾内で行われているサクラエビ漁で混獲さ

れるハダカイワシ類の中でも本種は、他の種

に比べて、頭部先端にある大型の眼前発光器

を持ち、体は大き<円筒状 (体長 1∞ ～ 160mm)

なので非常 |こ 目立つ存在です (図 1)。

本種が捕食した餌料生物について、駿河湾

奥部海域 (田子の浦沖、由比沖、三保沖)で
操業のサクラエビ漁で混獲された 157個体 (体

長 102～ 162mm)の 冑内容物を調べました。

雌が 152個体そして雄が 5個体でした。餌料

生物は、サクラエビ、介形類、オキアミ類、イ

カ類、魚類など 5生物群がみられ、調査個1/1

数の 758%がサクラエビを捕食していました。

以下、多い順に魚類 (127%)、 オキアミ類

(45%)、 イカ類 (13%)、 介形類 (06%)でした。

また、本種の捕食重量の平均は、0689であり、

空冑率は、172%(27個体 )で した。さらに捕

食率 {(冑内容物重量 /魚体重)× 100}は、15
～ 2.5%の階級 (平均 21%)に含まれる個体が

多なつたのですが、70%以上の階級に含まれ

て多量に捕食している個体も少な<あ りません

でした。

駿河湾内の本種が好んで捕食する餌料生物

は、サクラエビです。このサクラエビ漁でェ

ビと混獲されるハダカイヮシ類の中では最も

数多<のサクラエビを食べています。駿河湾

内で似たような捕食傾向にある種類は、やは

リサクラエビと混獲される大型種のハダカイ

ワシ DiαρたuS Wα ttα sθfです (図 2)。 前報 (第 36

号 p9)のススキハダカの食性で述べたよう

に、当湾内の多<のハダカイワシ類は、それ

ぞれの1/1の 大きさに応じた大きさの甲殻類プ

ランクトンをおもな餌料としています。

図2 ハダカイワシ サクラエビ網混獲 体長 132.5mm



コレクション紹介

」1澤 至ほの蝶類標ホについて

高橋真弓

小澤 至さん (左 )と ともに

昨年の秋、私の大学時代の友人

から、町田市在住の知人小澤 至

氏の蝶類標本を保管するための適

当な施設はないかとの相談 を受 |す

た。これを機会に受 |す 入れ可能か

どうかを検討 した結果、凋来の県

立自然史博物館収蔵資料とするため、静岡

県自然学習資料センターに保管することに

なつた。標本箱 113、 個体数 は約 8000頭
となる。小澤さんは、少年時代を長野県諏訪

市で過ごされ、標本の中には 1944年 7月

3日 に採集 されたウラナミアカシブ ミや

1949年 6月 14日 に採集されたウラキン

シブミなどが含 まれている。当時の諏訪

市郷 ノ沢 はミ ドリシブミ類 をは じめ、お

どろ<ほど蝶相の豊かなところであつたら

し<、 この場所については浜 栄―著「チ∃

ウの昼 と夜」でも詳 し<と り上げ られて

いる。

小澤さんはその後、東京都に移住され、

定年退職後も蝶の採集を続けられ、その範

囲は北海道なら沖縄にか |す ての全国的な規

模となつた。静岡県のものとしては 1969年

4月 1日 に富士宮市沼久保で採集されたギ

フチ ∃ウ (同 地では、 1970年 代に絶流 し

た)な どの標本がある。

小澤 至氏蝶類標本
コムラサキ (左 )とオオムラサキ (右 )

東京都町田市山l奇町のご自宅の近<に は、

1970-80年代にかけて “里山の蝶 "の生患に

適 した雑本林があ り、ここで採集されたオ

オミ ドリシブミやオオムラサキの標本が保

存され、これらの標本はかつての武蔵野的

自然を物語るものと しての貴重な価値 をも

つ。

小澤さんの標本は 1頭ずつ丁寧に仕上げら

れ、ラベルの記載もほぼ完璧であるので、

資料と しての価値 は高い。蝶の同定も極め

て正確で、たとえば―見識別の難 しいサ ト

キマダ ラヒカゲとヤマキマダ ラヒカゲも正

確 に同定され、 しかも季節型まで明示され

ている。

私は小澤さんのご自宅 を訪問 し、初対面

ではあつたが、ご療養中とはいえ、蝶の話

をされるときは本当に楽 しそうであつた。

何 はともあれ、健康のご回復 をノいからお祈

りするしだいである。

10



自然史を活かした空間づ<り

袋丼市の宇X」里山公園

延原尊美

宇刈里山公園入回の地層展示

袋丼市宇メ」には、ホタルの飛び交う自然と、

宇メ」神社をはじめとする歴史遺産や風習など、

古き良き里山の自然と文化の息づかいが残つ

ています。また、その里山の地盤は、約 200

万年前に浅海で堆積した砂や泥の地層 (大 日

層や宇メ」層)か らなり、学術的にも重要な貝

化石を多<産出します。

このような里山の魅力を活0し た「宇メ」里

山公園」が 5月 にオープンしました。東名袋

井 ICか ら車で 15分、宇メ」川沿いを北上した

里山丘陵の中にあります。周囲の樹木を残し

た山肌に囲まれた 4つの広場からなり、自然

景観を活かした形で整備されました。

宇メ」里山公園のユニークな点は、里山の自

然史に親じめるよう、さまざまな「実物」を

保全 。展示して工夫を凝らしていることです。

入□近<に は、工事中にあらわれた地層 (宇

メ」層)の断面をコーテイングして保全し、公

園地下の様子や大地の成り立ちを実感できま

す。貝化石密集層やハンモツク状斜交層理、

断層も観察でき、地学教材としても活用でき

ます。看板には、日の前の地層断面と対応さ

せて観察ポイントが示されています。

芝生広場の北イ貝」には、貝化石の密集する砂

大日層の貝化石入り岩石ブロックの展示

礫岩の岩1/3が 並べて展示されています。これ

らは大日層から採集してきたもので、日本が

亜熱帯気候にあつた時に浅海に生きていた絶

酒種を多<含んでいます。看板 |こ は温暖化を

示す貝化石の意義とともに、化石がどのよう

に地層に含まれていて、そこから何が読み取

れるのかも説明されています。

芝生公園の南にはせせらぎがあり、ホタル

の生態や生患環境について解説があり、宇刈

川源流地域の自然の魅力や大切さを語つてい

ます。またその近<に は、「生きている化石」

として有Gなメタセヨイアが植樹されていま

す。メタセ∃イアの解説とともに、里山公園

から産出した植物化石も説明されています。
200万年前の温暖湿潤な林なら現在の里山に

つながるまでの歴史に思いをはせてみてはい

かがでしょうか ?

袋井市はウォーキンク
゛
が盛んなまちですが、

公園の周囲には、自然や歴史をめぐろ 4つの

コースが公園案内に紹介されています。公園

を起点に、自然史のおもしろさを地元で誇り

をもつて共有できるよう、今後も応援したい

と思います。



「東,日自然誌」第 5暑が発行されました ,

東海自然誌編集委員会

NPO自然博ネツトの自然史研究報告である「東海自然誌」の第 5号

(70ベーブ)が 2012年 5月 31日 に発行されました。「東海自然誌」は、

NPO自然博ネツトのホームペーブに第 1号がら最新号まで pdfフ ア

イルで掲載してありますので、閲覧やダウンロードができます。

ご希望の会員には、1冊送料込 1000円 にて頒布いたしますので、

郵便振替 (振替□座番号 :00860-8-56970、 □座名 :自然博ネツト)

で冊数と送付住所氏名を明記して冊数分を入金して<ださい。

なお、第 6号の投稿募集については、原稿締切期日を 10月 20日 と

します。静岡県の自然史に関する発見や記録などの資料や短報などを、是非多<の方に投稿し

ていただきた<、 お願い申し上げます。
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問合わせ先および投稿先

〒424-0806 静岡市清水区辻 44-17

静岡県自然学習資料センター内

NPO静岡県自然史博物館ネツトワーク辻事務所

丁el&Fax:054-367-2111
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特局」展「日本の蝶と自然」
NPO自然博ネツト・静岡県共催

このセンターに収蔵されている約 5万点のチ∃ウの標本の中から、日本各地に生患する

チ∃ウの仲間を紹介します。静岡県内で普通に見られるチ∃ウや県外のみごとで美しいチ∃

ウたちをご覧<ださい。              罫
下下¬冒TJ・¬菖
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開催期間 :平成 24年 8月 11日 (土 )～ 8月 31日 (金 )

開催場所 :静岡県自然学習資料センター

3階 展示室

開催時間 :午前 10時から午後 4時まで

会場案内図

つ
こ


